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1 は じ め に

第 1報で,圃場に素材の異なる有機物を施用 し栽培 した

インゲンマメ,ネ ギ,ミ ニ トマト及びサ トイモの初年目の

生育並びに土壌の諸機能に与える影響について報告 した。

本報では同一条件での2年目における収量,品質評価の一

指標として分析した還元糖濃度及び根域土壌動物相との関

連を検討 した。その概要を報告する。

2試 験 方 法

供試圃場及び試験内容は前報のとおりである1)。
播種月

日及び収量調査等は各作物とも前年と同様それぞれ適期に

行なった。還元糖の分析は採取 した試料を乾燥・ 粉砕後 ,

Issektz Both改良法によって行なった。土壌動物の抽出

には,湿性群をオ・ コーナ法及び乾性群をツルグレン法で

行った。抽出用試料採取は8月 中旬に,各作物の根に接 し

対角線に容器 (5× 4 cm,深 さ5 cm)2個 を土壌表面から

押し込んで行なった。土壌全窒素量はケルダール法,炭素

量はCNコ ーダー (柳本製MT600)|こ よって測定した。

3 結果及び考察

1)年次別収量比較 (表 1)

腐植質黒ボク土及び淡色黒ボク土の両土壌で,4作物と

表 1 有機物の収量への効果

試 験 区

も化成単用 (A)区は初年目 (指数100)に 対 し2年 目の

収量 (生体重)が低下 した (イ ンゲンマメ ;腐植質黒ボク

土指数54:淡色黒ポク土指数74,以下同じ,ネ ギ66:29,

ミ=ト
マ ト28:20,サ トイモ66:57)。 しか し化成+有機

物施用 (B,C,D,E)区 の腐植質黒ボク土では4作物

とも低下程度が小さく,ま た有機物単用 (C,H, I.J)
区でもA区より小さかった。むしろミニトマ トは僅かに収

量が増加した。淡色黒ボク上のミニトマトでも前年に比べ

収量が増加したが,他 3作物では一定の傾向はなかった。

2)土壌の化学性 (表 2)

両土壌とも化成単用 (A)区に比べ化成+有機物施用又

は有機物単用区のpH,炭素及び窒素含量が高かった。

3)還元糖濃度への効果 (表 3)

インゲンマメ及びサ トイモでは淡色黒ボク上の無施用

(F)区と有機物単用 (G,H,1,J)区 で化成単用に比

べ約13～17倍高く,ミ ニ トマトでは両土壌の全区で化成

単用に比べ濃度が最高13倍高かった。

4)土壌動物類の生息密度 (図 1)

主要な動物類は,両土壌の各区とも湿性群ではヒメミミ

ズ,乾性群ではトビムシ,サ サラダニ及びその他のダニ類

であった。そのほかヤスデやカマアシムシ類が多く,ま た

クマムシ類が少数採集された。これら主要な4動物類の密

度は,両土壌とも無施用に比べ化成単用,有機物単用或は
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厚層腐植質黒ボク土 ク淡

oH(H20) T‐C(%) T‐N(%) っH(H・Cl) T―C(%) T‐N(%
化 成 単 用 (A)
有機物・化成併用 (B～ E)

無  施  用 (F)
有 機 物 単 用 (G～ J)

594±02
617± 02
611■ 01
623■ 02

441± 02
490± 03
408=06
484±05

029■ 002
032■ 004
021± 009
031± 007

595±02
605± 01
608± 01
612± 02

129± 01
177± 04
111± 01
1 79■L05

014± 001
018± 005
007± 003
017± 005

表 2 栽培 2年目土壌の化学性 (AF以外は4区の平均 :数値は平均±sd)

表 3 有機物の還元糖濃度への効果
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化成+有機物施用で高かった区が多かった。他ダニ (サ サ

ラダニ類を除く前・ 中 。無気門)類の密度は,イ ンゲンマ

メを除く3作物とも両土壌において無施用に比べてすべて

の施用区で高かった。そのうち,特に,腐植質黒ボク土の

稲藁堆肥 (B)区で高密度であった。このダニは無気門ダ

ニ類が大半を占めていた。枯草堆肥 (E,」 )区は他素材

に比べて高かった区が多く,特に,イ ンゲンマメでは腐植

質黒ボク土の枯草堆肥で高かった。 ヒメミミズとトビムシ

類はボカン堆肥 (C,H)区で高い区があった。

収量が初年目に比べ低下 した理由については今のころ十

分な解析はできないが,1991年 7月 から9月 の雨量及び日

照時間が前年同期に比べ,雨量が約 2倍 ,日照時間が約 12

%不足していた影響が大きいと思われる。 しかしながら各

作物とも有機物施用に伴い収量の減少が抑制され,或いは

土壌動物類の生息密度が高まり,ま た品質に影響する糖濃

度に影響する等,有機物の施用は土壌の生産機能
2)を強化

するものと言えよう。なお,有機物連年施用の影響,化成

肥料施用との関連及び連作可能年数等の詳細については今

後更に検討を進める。
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図 1 栽培 2年目における土壌動物主要群の生息密度
(100"当 たり:2試料の平均値 :

実線 :A～ E 点線 :F～ 」)
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